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取扱説明書 

お買い上げいたださありびとラございまず。 

令 被 電気製品は安全のためのを意事項を守5ないと、火災や人身事 
'•、胃 u | 故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なミ主意事項と製品の取0扱いか 
たを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品をま全にお使 
し、ください。お読みになったあとは、いつでを見5れるところに必ず保管し 
て < ださい。 
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应^警告 I ま全のために 


ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、 
電気製品はすべて、まちびった使いかたをすると、火災や感電 
などによ0人身事故になることがあ0危険です。事故を防ぐた 
めに次のことを必ずお守りくださし、。 


安をのためのを意事項を守る 


この r 安全のために」をよくお読みくださし、。 


定期的に点検ずる 


1年に1度は、故障したまま使用していないかなどを点検してく 
ださい。 


故障した5使わない 


動作びおかしくなったり、破損しているのに気づいた5、すぐ 
にお買い上げ店またはソニーサービス窓口に修理をご依頼くだ 
さし、。 


万一、異常び起きた5 


〇パソコンの 電源 
を切る 

A © 専用 USB 接続 
I ケーブルをパソ 

コンか6巧く 
包お買い上げ店ま 
たは ソニーヴー 
ビス窓□に修理 
を依頼ずる 



警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、次のよ 
つな表のをしています。表术の內容 
をよく理解してか5本文をお読みく 
ださい。_ 

陵危均 

この表示の注意事項を守らないと、 
火災•感電•破裂などによ0死 t や大 
けびなどの人身事故び生じます。 

A 警告 

この表示の注意事項を守らないと、 
火災 • 感電などによ0死 t や大けび 
など人身事故の原因とな0ます。 

拉注意 1 

この表示の注意事項を守らないと、 
感電やその他の事故によ0けびをし 
た0周辺の家財に損喜を与そた0す 
ることびお0ます。 

ミ 主意を促ず記号 

A A 

火災 感電 

巧為を禁止ずる記号 

(55 ( S ) ® 

禁止 お邮禁止めれ手禁止 

行為を指示ずる記号 

〇 

指示 


區輕鲁会識が義となりまず。 


内部に水や異物を入れない 

水や異物び入ると火災や感電の原因となります。 

万一、水や異物び入ったとさは、すぐに専用 USB 接続 
ケーブルをパソコンと本機か5抜いて、お買い上げ店 
またはソニーサービス窓口にご相談<ださい。 



Q 

禁止 


運転中は使用しない 

自動車やバイク、自転車などの運転中に、ヘッドセットは絶対に使わない 
でください。交通事故の原因となります。 

運転中な外でを、踏切や駅のホーム、車の通る道、工事現場など、周囲の 
音び聞こえないと危険な場所では使わないで<ださい。 


Q 

禁止 



はじめか5ボリュームを上げずざない 

突然大さな音び出て耳をいためることびあ0ます。ボ U ユームは徐々に上げましよ5。 


Q 


禁止 


大音量で長時間続けて聞きずぎない 

耳を刺激するよラな大さな音量で長時間続けて聞<と、聴力に悪い影響を与えること 
びあります。呼びかけられて返事びでをるぐ5いの音量で聞をましょラ。 


Q 

禁止 


かゆみなど違和感びあった6使わない 

使用中、肌に合わないと感じたとさは使用を中止して、医師またはお買上げ店または 
ソニーサービス窓□にご相談<ださい。 


Q 

禁止 


コード類は正しく配置ずる 

USB ケーブルは足にひっかけるとパソコンの落下や転倒などにより、けびの原因とな 
ることびあります。充分にを意して接続、配置してください。 


Q 

禁止 


• IVHcrosoft および Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標、 
または商標です。 

• Macintosh、Mac OS は Apple Inc . の米国およびその他の国における登録商標です。 

• IBM および PC / AT は、米国 International Business Machines Corporation の商標および登録商標です。 

• Pentium は 、 Intel Corporation の登録商標または商標です。 

• " WALKMAN "、 "ウォークマン"およびその□ゴは、ソニー株式を社の曰本国およびその他の国における登 
録商標または商標です。 

• Skype ™ は Skype Limited 社の登録商標です。 

• 本書では Windows ® 2000 Professional を Windows 200日と記載してしほす。 

• 本書では Windows ® XP Home Edition 、 Windows ® XP Professional および Windows ® XP Media 
Center Edition を Windows XP と記載してしほす。 

• 本書では Windows Vista ® を Windows Vista と記載しています。 

• 本書では Windows ® 7 Edition を Windows 7と記載しています。 

• 本書では Macintosh ® を Macintosh と記載しています。 

•その他、本書で登場するシステム名、製品名は、一般に各開発メーカーの登録商標あるいは商標です。 
なお、本文中では™、 ® マークは明記していません。 


主な特長 

• Skype でのチヤットやオンライン PC ゲームに最適なステレオへッドセット 
• "ウォークマン"などにも接続が可能な着脱びでさるコード仕様 

•ボ U ユーム調節やマイク S ユートを手元で操作でさる USB オーディオボックス 
• PC ノイズの影響を寅けにくく、ク U アーな音質を実現する USB によるデジタル伝送 

• PC の置き場所にと5われずに使用できる〕ード長(へッドセットコード 1.2 m / 専用 USB ケーブル 1.5 m ) 


主な仕様 

へッドセット DR -350 

コード 約 1.2 m 

プラグ 金メッキステレオ S ニプラグ(へッドホン用） 

金メッキ S ニプラグ(マイク用） 

質量 約110 g (コード含まず） 

くへッドホン> 

形式 オープンエアダイナ S ック型 

ドライバー 30 mm に CAW 採用）ドーム型 

最大入力 1,000 mW ( IEC * i ) 

インピーダンス 240(1 kHz にて） 

音圧感度 lOOdB/mW 

再生周波数帯域 14〜22,000 Hz 

くマイク> 

方式 ビルトインマイク□ホン 

型式 エレクトレットコンデンサー型 

開回路電圧レベル -38 dB の dB = 1 V / Pa ) 

有効周波数帯域 20〜] 0,000 Hz 

USB 才ーディオボックス UAB -350 
周波数特性 2日〜20,000 Hz (へッドホン出力） 

200〜10,0狐 Hz (マイク入力） 

入•出力端テ へッドホン出力（ミニジトック/ステレオ）負荷インピーダンス24 0 

マイク入力(ミニジャック/モノラル）プラグインパワー対応 
専用 USB 端子 

電源 USB ； K スノの一対応 (5 V 1日日 mA ) 

最大がお寸法 約31 X 16 X 73 mm (幅/高さ/舆行き)最大突起部含まず 

質量 約25 g 

動作環境 対応パソコン：旧 M PC / AT 互換機、 Apple 製 Macintosh 

あ[応 OS : Windows ? Starter/Home Basic/Home Premium / Proressional/Ultimate 

Windows Vista Home Basic/Home Premium / Business/Ultimate 
Windows XP Home Edition ( SP 2 政降)/ Professional ( SP 2 政降 )/ Media 

Center Edition 2 日日 4( SP 2 し U 降)/ 

Media Center Edition 2005 ( SP 2 切降） 

Windows 2000 Professional ( SP 4) 

Mac OS X (1 日. 3 政降） 

CPU:Pentium 11266 MHz 政上 
USB ポート装備 

付属品 専用 USB 接続ケーブル （1) 

ボイスチューブ （1) 

取扱説明書 (1) 

ソニーご相談窓□のご案内 （1) 

• 上記の動作環境において、すべてのパソコンについて動作保証するわのではありません。 

• 自作 PC および 0 S の個人でのアップグレード、マルチブート環境での動作保証はいたしません。 

• すべてのパソコンに対して、システムサスペンド、スリープ、八イバーネーシヨンなどの動作を保 
証するものではありません。 

IEC (国際電気標準尝議)規格による測定値です。 

本機は、 U 5 B ( U 5 B 2.0 Full Speed ) に対応しています。 

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することびありますび、ご了承ください。 

ごま意 

CE マークはまに EEA(European Economic Area ) 各国など、法律に定め5れた国においてのみ有効です。 


使用上のごを意 

取 DJS いについて 

• UAB -350 はヘッドセット DR -350 専巧です。他のヘッドセットを接続すると、不具合や故障の原因 
とな0ます。 

• 落としたり、ぶつけたりなどの強いショックを与えないで<ださい。故障の原因とな0ます。 

• 専用 USB 接続ケーブルや、ヘッドセットのコードを強く引っ張5ないで<ださい。プラグを持って 
损を差ししてください。 

• 故障の原因になりますので、次のよラな場所は避けてください。 

一直射曰光の当たる所、暖房器具の近<など、温度の高い所 
一窓を閉め切った自動車内(特に夏季） 

一 風呂場など、湿気のをい尸斤 
一 ほこ0の多い所、砂地の上 

一 磁石、スピーカーボックス、テレビなど磁気を帯びたものの近く 
ー ラジオやテレビジョン受信機の近く 

• ネットワークなどの通信状態によってはへッドセットの音び途切れる場合びあ0ます。 

• このヘッドセットは、力を加えたり重さを加えたりしたまま長時間放置すると、変あしてしまう恐 
れびあ0ます。保管するとさは、変おしないよラにしてください。（特にボイスチューブはやわ5 
かく変形しやすいため注意して < ださい。） 

• ボイスチューブのお手入れをする隙は、必ずヘッドセットか5取りがしてか5行ってくださし\>破 
損の原因とな0ます。 

本機について 

• ヘッドセットを使用中、肌に合わないと感じたとさは早めに使用を中止して医師またはソニーの相 
談窓□に相談してくださし、。 

• 大をな音量で聞かないよラにごを意ください。ヘッドセットか5の音をマイクび拾って、ピーとい 
ラ音び生じることびあります(八ウ U ング現象)。 

イヤーパツドについて 

イヤーパッドは消耗品です。曰常の使用や長期の保存により劣化しますので、破損した5交換してく 
ださい。イヤーパッドを交換する場合は、ソニーサービス窓□にご相談ください。 

お手入れについて 

表面びミちれたときは、水や城るま湯を少し含ませた柔らかい布で拭いたあと、からぶきしてください。 
シンナー、ベンジン、アルコールなどは表面の仕上げをいためるので使わないでくださし、。 


巧障かな？と思った6 


修理にお出しになる前に、をラ1度点検してください。それでち正確に動作しないとさは、お買い上 
げ店、またはソニーサービス窓□、ソニーの相談窓□にお問い合わせください。 

「故障かな？と思った5」に記載されている症状し义の誤動作については、切下の手順を巧ラと正 
常に戻ることびあります。 

•専用 USB 接続ケーブルを损さ、再びパソコンと本機を専用 USB 接続ケーブルで接続する。 

•パソコンと本機をつないだ状態で、パソコンを再起動する。 

•専用 USB 接続ケープルを损さ、パソコンを再起動する。再起動後、パソコンと本機を専用 USB 接続ケー 
ブルで接続する。 


症状_ 

へッ ドセツトの音 
びルさい。 


原因_ 

へッドホン端子にへッドホンプ 
ラグびさちんと接続されていな 

い。_ 

パソコンのボリュームコント 
□ールまたはお使いのソフト 
ウェアの音量び絞5れている。 


へッドホンプラグをしっかりと接続する。 


ボ U ュームコント□ールを調節する。 
お使いのソフトウエアの音量を上げる。 


へッ ドセットの音専用 USB 接続ケーブルでパソコ専用 USB 接続ケーブルでパソコンに接続す 

び出ない。 ンに接続されていない。_る。_ 

へッ ドホン端テに へッ ドホンプ へッ ドホンプラグを へッ ドホン端テに接続 

ラグび接続されていない。_る。_ 

音楽ソフトなどの再生中に本機音楽ソフトなどの再生を一度停止し、再び肩 
を接続した。 生する。 

ノくソ]ンの才ーディオ再生デバ I Windows 2000; 

イスび正しく設定されていな スタート^ニュー-►設定^コント〇—ルパ与 

し、。 ルーサウンドとマルチメディアーオーデイ:! 


パソコンのボリュームコント 
□ールまたは音楽再生ソフト 
ウェアなどび S ュートにされて 
し、る。 

USB 機器としてパソ]ンに認識 

されていない。_ 

WDM によるデジタル再生機能 
に対応していない CD - ROM ド 
ライブを使巧している。 


へッドホンプラグをへッドホン端テに接続す 
る。 

音楽ソフトなどの再生を一度停止し、再び再 

生する。_ 

Windows 2000 

スタートニユ—^設定ーコント □ —ルパネ 
ル^ヴウンドとマルチメディア^オーディオ 
タブを選お^音の再生の優巧ずるデバイスか 
ら UAB -350 を選択 

Windows XP 

スター トメニユー- ^ コント □ー ル7た ig レーヴ 
ウンド、音声、およびオーディオデバイス^ 

ヴウンドとオーディオデバイス^オーディオ 
タブを選お^音の再生の既定のデバイスから 
UAB -350 を選択 
Windows Vista 

スター トメニユ ー- ^ コント□—ル7た ig レー 
7 V - ドウエアとサウンドーヴウンドー再生夕 

ブを選お^再生デバイスか511八6-350を選お 
して規定値に設定をクリック 
Windows 7 

スター トメニユー-^コント □ー ルパネルーヴ 

ウンド^再生タブを選お^再生デバイスから 
UAB -350 を選巧して規定値に設定をク U ック 

Macintosh 

Apple メニユ ー- ►システム環境設定^ヴウン 
ド^出カタブを選お^ヴウンドを出力ずる装 

置の選択か 5 UAB -350 を選択_ 

S ユートを解除する。 


パソコンを再起動する。 

WDM によるデジタル再生機能に対応した 
CD - ROM ドライブをお使いください。 


音声び途切れる。 


音声わ、録音(入力） 
でさなし、。 


パソコンの CPU 負荷び大きい。 
同時に他の USB 機器を使用して 
し、る。 

マイク端テにマイクプラグび接 

続されていない。_ 

M に MUTING ボタンび 

MUTING になっている。_ 

パソコンのオーディオ録音デバ 
イスび正しく設定されていな 
し、。 


録音された音声び 
ルさい。 


イ也のアプ U ケーションを終了する。_ 

他の USB 機器の使用を停止する。 

マイクプラグをマイク端子に接続する。 

M に MUTING ボタンを OFF にする。 

Windows 2000 

スタート^ニユ—•■設定ーコント □ —ルパネ 
ル^ヴウンドとマルチメディア^オーディオ 
タブを選お^録音の優巧ずるディ（イスか日 
UAB -350 を選択 

Windows XP 

スタート^ ニユー- ►コント□ール7た ig レー ヴ 
ウンド、音声、およびオーディオデバイス^ 
ヴウンドとオーディオデパイス^オーディオ 
タブを選お^録音の既定のデバイスか5 
UAB - 350 を選択 
Windows Vista . 

スター ト^ ニユー- ►コント□—ルパネル ー 
J \- ドウエアとヴウンドーサウンドー録音夕 

ブを選お^オーディオ録音デバイスか5 
UAB -350 を選択して規定値に設定をクリック 
Windows 7 

スター ト X ニユー- ►コント □ー ルパネル ーヴ 

ウンド^録音タブを選お-^^ーディオ録音デ 
バイスから UAB -350 を選択して規定値に設定 
をク U ック 
Macintosh 

Applet ニユ ー- ►システム環境設定^ヴウン 
ド^入カタブを選択^ヴウンドを入力ずる装 
置の選択から UAB -350 を選択 
マイクプラグをしっか0と接続する。 


マイク音声に雑音 
び入る。 

マイク音声び歪ん 

でいる。_ 

本機の M に 
MUTING ボタンび 
機能しない。 


マイク端モにマイクプラグびさマイクプラグをしっか0と接続 

ちんと接続されていない。_ 

ボイスチューブび取0つけ5れボイスチューブを取0つける。 

ていない。_ 

パソコンのマイク入カレベルびパソコンの入カレベルを大をくする。 

ルさすぎる。_ 

本機種(特にマイク□ホン)の側電灯線、堂光丹、携帯電話などを本機種から 
に電口線、壁光灯、携帯電話な遠ざける。 

どびある。_ 

パソコンのマイク入カレベルびパソコンのマイク入カレベルをルさくする。 

大きすぎる。_ 

パソコン側でマイク入力を パソコン側で MUTING を解除する。 

MUTING にすると、本機の 
MUTING ボタンを押しても解除 
することびでさません。 


なお、パソコンの操作について詳しくは、お使いのパソコンの取扱説明書をご覧ください。 
切上の処置を行なってわ改善されないとさは故障と考え5れます。 

おおくのソニーサービス窓口にご相談ください。 


巧証書とアフターサービス 

保証書 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの隙お買い上げ店でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保をしてください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターヴービス 

調子び悪いとをはまずチェックを 

この説明書ををラー度ご賣になってお調べください。 

それでを具をの悪いときは 

お買い上げ店、または添付の r ソニーご相談窓□のご案内」にあるお近くのソニーサービス窓□にご相 
談ください。 

巧証巧間中の修埋は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただをます。くわしくは保証書をご覧ください。 

巧証期間経過をの修理は 

修理によって機能び維持でさる場合は、ご要望により有料修理させていたださます。 

部品の巧有期間について 

当社ではステレオへッドセットの補修巧性能部品(製品の機能を維持するために必要な部品)を、製造 
打ち切り後6年間保有しています。この部品保有期間を修理可能の期間とさせていただをます。保有 
期間び経過したあとを、故障箇所によっては修理可能の場合びありますので、お買い上げ店か、ソニー 
ヴービス窓□にご相談ください。 









る部のなまえ 

へツ ドセット DR-350 



USB 才ーデイオポックス UAB-350 



0 \ 

USB 才ーデイオポツクス接続部 



の ィャーパッド ( Right /も） 

图 イヤーパッド ( Left /を） 

图マイク 
团ボイスチューブ 

へッ ド セッ トにボイスチューブを取0つけま 
す。 

固 VOLUME +* /- ボタン(へツドセツト用） 

へッ ドセツトの音量を調節します。 


固 M に MUTING ボタン 

(消灯) OFF : マイク入力はミユートされませ 
ん。 

(点灯) MUTING : マイク入力は S ユートされ 
ます。 

囚〇へツドホン端子 
画\マイク端テ*(プラグインパワー巧応） 

回専用 USB 端モ 


識別用の突起(凸点)びついています。操作の目印としてご利用ください。 


準備1:接続する 


パソコンと本機の USB オーディオボックスを、付属の専用 USB 接続ケーブルで接続します。 



ごミ主意 

• 本機は USB ( USB 2 .日 Full Speed ) をヴポートしています。 

• USB 八ブ、または USB 延長ケーブルをお使いの場をの動作保証はいたしかねます。必ず付属の専用 USB 接 
続ケーブルを使って接続して<ださい。 

•本機をパソコンに接続した場を、パソコン側の音量び最大になる場をびありまず。ご使用輒こパソコン側 
の音量を下げて < ださい。 

• USB オーディオボックスを使用した場を、パソコンからのデジタル放送の音芦は出力されません。デジタ 
ル放送の音青を間<場をは、 USB オーディオボックスを使用せずに、へッドセットを直接パソコンに接続 
して < ださい。 


準備 2: USB ドライバをインス I ルする 


お使いのパソコンの 0 S び 、 Windows 2000 、 Windows XP、Windows Vista 、 Windows ?、 およ 
び Macinto ホの場合、 USB ドライバは0引こ含まれており、本機を初めて USB 端テに接続したときに、 
USB ドライバびインス I -ールされます。 

パソコンの画面にしたびってインス!-ールしてください。詳し<は、お使いのパソコンの取扱説明書 
をご覧ください。 

ごミち意 

異なる USB ポートに本機を初めて接続した場をは、 USB ドライバのインストールび必要な場合びあります。 


Windows 2000 /Windows XP 

本機をパソコンに接続すると、自動的に USB 複合デバイス、 USB ヒこ 
ス、 USB オーデイオデバイスびインス!-ールされます。 


-マンインターフェイスデバイ 


Windows Vista/Windows 7 

本機をパソコンに接続すると、自動的に USB 複合デバイス、 USB ヒこ 
ス、 UAB -350 びインス!ルされます。 


-マンインターフェイスデバイ 


Macintosh 

本機をパソコンに接続すると、自動的に UAB -350 びインス I ルされます。 


準備3:音楽 CD 再生の設定をする 


本機にて音楽 CD を聴くためには、お手持ちのパソコンの CD - ROM ドライブで、デジタル音楽 CD を 
使用可能にする設定び必要です。 

お使いのパソコンの OS を確認して、下記の手順にしたびって この CD - ROM デバイスでデジタル音楽 
CD を使用可能にす るをチェックしてください 。 WindowsVistav Windows 7、 Macintosh の場合、 
音楽 CD 再生の設定は不要です。 


Windows 2000 

スタート メニユー- ►設定 ー コント□ールパネル ー サウンドとマルチメディア ー 八ードウエア タブを選 

ぉ^音楽再生用の〔0-301\/1ドライブを選択して プ □パティを ク U ック度プ □パティタブを ク リツ 
ク^この〔0-[^01\/1デバィスでデジタル音楽〔0を使用巧能にずるをチェック 


Windows XP 

スタートメニュー-^コント□ールパネルーサウンド、音声、およびオーディオデ八"イスーサウンドと 

オーディオデ八"ィス^八ードゥェァタブを選ぉ-^音楽再生巧の〔0-301\/1ドライブを選おしてプ□パ 

テイをク U ックー再度プ□パティタブをクリックーこの CD-ROM デバイスでデジタル音楽 CD を使用 
巧能にずるをチェック 


巧いかた 

1 Sony □ゴをが側にしてボイスチューブをへツドセツトに取りつける。 

ボイスチューブを取りつけると、マイクでの集音効果び上びります。 



2 ヘッドホン端子にヘッドホンプラグ(黒)を差し込み、マイク端子にマイクプラグ（ピンク）を差し 
込む。 

UAB -350 はヘッドセット DR -350 専用です。他のヘッドセットを接続すると、不具合や故障の原 
因となります。 



3 ヘッドパンドを伸ばして長さを調節し、 ® 印をち耳に、©印をを耳にして、ヘッドセットを装着 
ずる。 

©印のついた方には左ち識別用の突起びあります。 



へッドセットか6音楽/音声び出力をれないとまは 

音楽ソフトなどを再生中に本機の USB ケーブルをパソコンに接続すると、音楽/音声びへッドセット 
か5出力されないことびあります。その場合は、音楽ソフトなどの再生を一度停止し、再び再生を行 
なってください。（お使いのソフトウェアによっては、ソフトウェアの再起動び必要な場合びありま 
す。） 


マイク入カレベルを調節ずるには 

マイク入力の音量は、パソコン側で確認と調節をおこないます。お使いのパソコンの 0 S を確認して、 
下記の手順にしたびって入カレベルの確認と調節をして<ださい。 

なお、パソコンの操作について詳し<は、お使いのパソコンの取扱説明書をご賣ください。 

■Windows の場さ 


Windows 2000 

スタート 方ニュー- ►プ□グラムーアクセサリーエンターテイメントーサウンドレコーダーで録音を行 

い、再生してマイク入カレべルを確認^マイク入カレべルび大さすざる場合やルさすざる場合は、ス 

タート;ニュー-►設定ーコント□ールパネルーサウンドとマルチメディアーオーディオタブを選択し 
て録音の優先ずるデパイスび UAB -350 になっていることを確認し、音量をクリック^録音コントロー 
ルのスライダーでマイクの入カレベルを調節 


Windows XP 

スタートメ ニュー- ^ずべてのプ□グラムーアクセサリーエンターテイメントーサウンド レコーダーで 
録音を行い、再生してマイク入カレベルを確認-^マイク入カレベルび大きすぎる場合やルさすざる場 
合は、スタート メニュ ー-^コント□ールパネルーサウンド、音声、およびオーディオデ八"イスーサウ 
ンドとオーディオデパィス^オーディオタブを選ぉして録音の既定のデバィスび11八8-350になって 


いることを確認し、音量をクリックー録音コントロールのスライダーでマイクの入カレベルを調節 


Windows Vista 

スタート方ニュー-^ずべてのプ□グラムーアクセサリーヴウンドレコーダーで録音ースタート; 

-a 一-►コント□ールパネルー八ードウエアとヴウンドーサウンドー録音タブを選択ーオーディオ録 
音デバイスから11八6-350を選おして規定値に設定をクリック^再度11八6-350を選おしてプロパティ 

をク U ック^レベルタブを選択してスライダーでマイクの入カレベルを調節 

Windows 7 

スタートメニュー-^ずべてのプ□グラムーアクセサリーヴウンドレコーダーで録音ースタート; 

-3. -- ►コント□ールパネルーヴウンドー録音タブを選択ーオーディオ録音デバイスか 5 UAB -350 
を選択して規定値に設定をクリック^再度11八6-350を選択してプロパティをクリック-^レべルタブ 
を選択してスライダーでマイクの入カレベルを調節 

■Macintosh の 場合 

Applet ニュー-►システム環境設定^ヴウンド^入カタブを選おしてスライダーでマイクの入カレべ 
ルを調節 

ご注意 

.本磯のマイク入力は、オーディオ録音デバイスのミュートに対応していません。 USB オーディオボックス 
の M に MUTING ボタンをご使用くださし、。 

•お使いのソフトウエアによっては、設定び必要な場合びあります。お使いのソフトウエアの取扱説明書な 
どをご確認ください。 

へッ ドセットを単独で使用ずる場合 

本製品は、 USB オーディオボックスを使用せずに、ヘッドセットを単独で使巧することわでさます。 
パソコンのへッドホン端モにへッドホンプラグ(黒)を差し込み、パソコンのマイク端テにマイクプラ 
グ（ピンク）を差し込む。 



ごま意 

•へッドセットを直接パソコンに接続する場合、 Apple 製 Macintosh および Mac 0 S では動作しません。 
•へッドセットの音量はパソコン側で調節してください。 

マイクプラグを使用しない場合 

マイクを使用せずにウォークマンなどを聞くとさは、マイクプラグを、ヘッドホンプラグに装備のプ 
ラグホルダーに差し込むと、コードび絡みません。 



ポイスチューブを使用しない場合 

へツドセツトか5取り外したボイスチューブは、紛失しないようにへツドセツトのコードに取りつけ 
て保管することびでをます。 

@ボイスチューブの巧にコードの凸部分を差し込む。 
( D ボイスチューブを90度回転させて固定する。 



ソ ニーの 相談窓 □の ご案内 

本磯についてご不明な点や技術的なご質問、故障と思われるとさのご相談については、下記のお問い 
をわせ先をご利用 < ださい。 

ホームページで調べるには 

- ► AV 関連商品•アクセヴ U — カスタマーヴポートへ ( http :// www . sony . co . jp / a \/- acc ) 

へッドセットに関する最新サポート情報れよくあるお問いをわせとその回答をご案内しています。 

電話 ’ FAX でのお問いちわせは 

-► ソ ニーの 相談窓 □へ (下記電話 ‘FAX 番号） 

• お問い合わせの際は、巧のことをお知らせください。 

七ット本体に関ずるご質問時： 

-型名: DR -350 USB 

-製造(シリアル)ま号: USB 才ーディオボックス本体裏側のラベルに記載 
-ごネ目談内容:できるだけ詳しく 
一お買し'！上げ年月日 

接続に関ずるご資問時 

質問の内容によっては、本機に接続される機器についてご質問させていただく場をびあります。事前 
にわかる範囲でご確認いたださ、お知らせ<ださい。 


よくあるお問い合わせ、窓□受付時間などはホームページをごま用ください。 

フリーダイヤル . 01吕 0-333-0 吕〇 

携帯電話' PHS— 部の IP 電話'046巨- 31-2 已11 

フ 1」-ダイヤル . 0120 -222-330 4 

携帯電話. PHS. -部のI P 電話. 0466-31-2531 

I X 取扱説明書•リモコン等の購入相談はこちらへお問い合わせください。 


http://www.sony.co.ip/support 


左記ま号へ接続を、最初の 
ガイダンスが流れている間に 
[3 0 曰 j + r # j を巧してください。 
直接、担当窓□へおつなざしまず。 


FAX (巧ほ）01呂 0-333-389 


ソニー株式会社 〒1 08-007 己東京都港区港南1 -7-1 































